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1　まえがき

実際の環境においてアレ-アンテナを用いてDOA推

定を行う場合,誤差要因の影響を取り除くための校正が

必要である.本稿では,リニアアレ一に仮想素子を配置

し,仮想素子配置の違いによる仮想矩形アレ-を用いた
アレ-アンテナの校正精度について実験データにより比

較検討する.

2　受信信号モデルと校正手法
素子数Lのリニアアレーアンテナを考える.このア
レーアンテナにK個の平面波が到来するとき,波長,到

来方向をそれぞれ入, &kとすると,受信信号x(t)は以
下のように表される.

x(t) -　CAs(t)+n(t)　　　　(1)

ここで, CはLxL誤差行列(校正行列)であり, Aは
LxKのモード行列, s(t)は信号ベクトル, n(t）は雑音
ベクトルである. DOAが既知なM方向(1波)の方位
角参照デ-夕を用いて, LxL行列Cを推定する.そ
れにより,方位角依存性による誤差を補正することがで
きるが,仰角依存性による誤差は取り除くことができな
い.そこでリニアアレーに本来存在しない仮想素子を付
加し,仮想矩形アレーを形成する. x軸, y軸,z軸方
向にそれぞれLx, Ly, Lz素子を配挺すると,受信デー
タは以下のようになる.

x{9,<P) -　Ccxo,r>…(0,0) ('蝣-!,2)

a.・xx(0.-,0.-) -　aォ(0,-,¢i)⑳a=(初

a,x2{9,,4>i) -　a.ifii.in)⑳av(b,初

4　まとめ

本稿では,リニアアレ一に仮想素子を配置し,仮想素

子配置の違いによる仮想矩形アレ-を用いたアレ-アン

テナの校正精度について実験データにより比較検討した.

x-z平面,すなわち電流上に素子を配置することで校

正精度が向上する.

謝辞

本研究の一部は科研費(2056349),一部は財団法人テ
レコムエンジニアリングセンター研究助成金により実施

されたものである.

参考文献

[1]内藤　考,山田寛喜,山口芳雄, “仮想アレ-を用いた
リニアアレーDOA推定の仰角依存性の校正につい

て,”信学技報,A-P2007-130, pp.45-50, Jan. 2008.

y

図1受信アレ-モデル

表1実験パラメータ

ax(oi,dn) - [e梓xisin6,c叫・・・.e-J賛ヱ⊥ sinS,普(5)

ay(^,0,) - [e槽j/1cosd,cos¢・ - ,ej号xl cos9,cos<j>ti (6)

MO,-) - [e梓;jsin<」,,・・・.e>賛-Lzsin当　　　(7)

ここで'"蝣exj'^ex-jはそれぞれLこ×　　LyxLJ仮
想矩形アレ-のモードベクトルであり, ⑳はクロネッ力

積である・Cexの導出については文献川を参照して頂
きたい.

3　実験データによる評価

2波到来時の実験パラメータを表1に示す.仮想矩形

アレ-による校正においては, 3×4素子仮想矩形アレ-

を考える.到来波の1波目は(Oi,Oi) - (l0-,0-)とし,.2
波目は(β21¢2)-(20M5-)とする.図2 (a), (b)にお

ける推定角((01,00, (02,¢2))はそれぞれ((10.7-.0.90),

(19.6C,9.5-)), ((4.3-, -36.9-), (4.3C.36.9-))となってお
り,x-z平面に仮想素子を配匿することで校正精度が
向上する.
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図2　MUSICスペクトラム
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